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第２号 発行：横大路まちづくりだより 発行委員会 （窓口 伏見区役所総務課）

平成18年7月8日、横大路会館にて「横大路21世紀まちづくり

塾」を開校しました。まちづくり塾は、横大路地域のまちづくりを

進めていくための基盤づくり、つまり住民相互が地域の歴史や

現状、住民相互の思いなどを共有し、住みよい地域づくりにつ

なげていくことを目的として開催していくこととしています。

第1回目の塾には、地域住民や行政職員など約１００名が参

加しました。「横大路の歴史を語る」と題して、まちの語り部の皆

さんに登場していただきました。

講師の皆さんには「地域の基幹産業であった農業」「水害との戦い」「交通や開発などまちづくりの歩

み」などそれぞれの視点からお話しいただきました。歴史の客観的情報に加え、往時の地域内のおつき

あいや仕事、買い物の様子など生活実感からの思い出も語っていただきました。

まちの歴史の共有は、まちづくりの将来ビジョンを考える上でも大事なことといえます。温故知新による

まちづくりは、地域のアーカイブ（遺伝子）を将来に伝えることにもつながるのではないでしょうか。

第1回 「横大路の歴史を語る」
平成18年7月8日（土）午後2時～4時 於 横大路会館

司会 榎 彰徳（環境整備対策委員会 副会長）

開会挨拶 浪谷 勇三郎（環境整備対策委員会 会長）

挨拶 水田 雅博（伏見区長）

講演

１．横大路地域の歴史 大島 祥子（まちづくりアドバイザー）

２．横大路の市街化と農業 大西 勇 （社会福祉協議会顧問）

３．水害の歴史と横大路 小泉 義信（連合洛寿会会長）

４．横大路のまちづくりの歩み 坂口 芳治（環境整備対策委員会幹事）

５．京都市における焼却施設の歩み 瀬川 道信（京都市環境局循環企画課長）

閉会挨拶 西野 寛（環境整備対策委員会 副会長） （敬称略）
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南部クリーンセンタープール開き 日時：７月２０日（木） 午前１０時～ 場所：豊田神社

主催：横大路連合自治協議会

普通救命講習会 日時：７月２３日（日） 午前９時～ 場所：横大路会館１階

（伏見消防署指導） 主催：横大路学区自主防災会

サマージャンボリー 日時:８月５日（土） 午前９時半～

場所：横大路小学校第２グラウンド

主催：横大路少年補導委員会 協賛：横大路小学校 PTA

第2回環境整備対策委員会 日時：８月５日（土） 午後７時～ 場所：横大路会館

（魚アラリサイクルセンターについて） 主催：環境整備対策委員会

横大路まちづくりだより 発行委員会 平成18年(2006)７月１５日発行

お問い合わせ窓口 伏見区役所総務課

〒612-8511 京都市伏見区東組町681 TEL：075-611-1101代表 FAX：075-611-4716

横大路界隈 まちのイベント案内横大路界隈 まちのイベント案内

横大路は古より陸・水運の要衝として重要な地であった。

「草津」「貴船」という地名は港湾的な機能を持つ集落とし
て繁栄したことを物語る。

昭和に入ってから道路整備などが進められ、物流施設
や沿道商業施設、廃棄物等処理施設が立地していっ
た。

農業が地域の基幹産業であったが、桂川の砂利採掘など
地域性を生かした副業があった。 昔は一面に農地が広がっていて、この場所から京阪電

車が走るのが見えた。

地域中に水路が張り巡らされているが、農村であるが故に
水利権は重要な問題だった。

史料には12世紀からの水害の歴史が記載されている。近
代でも水害が多く、軒下に船を収納するなどの自衛手段
もとられていた。

昭和初期の京阪国道は車も少なく、コンクリート舗装で
鈴蘭灯、イチョウ並木があった。

共同の苗代、手間替など、昭和初期は地域で支え合っ
て暮らしていた。

地域には買い回り品（米屋、魚屋など）が何でもそろって
いてとても便利で元気だった。

今後の予定・・・

◆第２回横大路ルネッサンスプロジェクト会議 ７月30日（日）午後１時～ 於 横大路会館

地域と行政が今後のまちづくりについて検討する場です。以前のご案内から日程が変更になりました

◆第2回 横大路21世紀まちづくり塾 8月中旬頃開催

「あなたのまちづくりの夢は何ですか？」
～まず、みんなの夢を共有するところから始めよう！

このコーナーでは皆さんの横大路地域への思い、まちづくりの夢を募集します。４００字程度で皆さんの夢を語ってく
ださい！横大路連合自治協議会、環境整備対策委員会、もしくは下記発行委員会にお問い合わせください。
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